
歴史的風致形成建造物 指定台帳 

指定番号 21 名称 櫻井肥料店町屋（店舗） 

指定年月日 令和４年２月１日 所在地 栃木市万町 412 番地１ 

建築年代 

（根拠） 

大正元年（1912）以前 

（家相図） 
規模・構造 木造 桟瓦葺 ２階建 

特徴等 

店舗・住居は、切妻・平入りの桟瓦葺の２階建で、軒を出桁造とする。外壁は真壁

造であるが、南側のみ漆喰仕上げの土蔵造とし、１階に煉瓦造の袖壁を立てる。桁行

７間半。梁間３間で、全面に半間の下屋を設けている。町家の１階には南寄りに、通

りから屋敷の奥に続く幅１間の通路が設けられ、その南側は板敷きの物置、北側は土

間を経て畳敷きの帳場となる。通路には今でもトロッコの線路が残されており、古式

を感じさせる。２階は３室の座敷が横に並び、それぞれに格子窓が開けられているが、

いわゆる客座敷ではなく、使用人の寝泊りや納戸として使用していたと思われる。 

形成する歴史的風

致（指定理由） 

 商家町栃木にみる歴史的風致（物資の集散による問屋業の発展にみる歴史的風致） 

 江戸時代から現在に至るまで肥料問屋を営んできた建造物で、物資の集散による問

屋業の発展を物語っている。 

備考  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

案内図 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成中 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 


